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秩父鉄道武州荒木駅武州荒木駅

行田駅

持田駅
行田市駅 東行田駅

持田駅
行田市駅 東行田駅

吹上駅

JR高崎線

国道
17号

国道125号
行田バイパス

国道17号
熊谷バイパス

人口密度
高 低 

広域連携軸（鉄道）
広域幹線道路
幹線道路網・公共交通
ネットワーク

都市拠点

地域コミュニティ拠点

これからの都市構造のイメージ図

　都市計画に関する基本的な方針を示し、市の都市計画を進める上で「羅針盤」の役割を担う都市
計画マスタープラン。20年後の本市が目指す姿を都市将来像として描き、実現に向けた方針や施策
を示します。
　地域の現状や課題を的確にとらえ、市民の皆さんと共有できる計画とするために、「市民アンケー
ト調査」、「地域別懇談会」、「市民まちづくり会議」、「こども会議」を実施しました。
　皆さんからいただいた意見・提案を基に、現在計画づくりを進めています。

都市計画マスタープランをつくっています

わがまちの

～ と と がおりなす あふれるまち へ～

未来設計図
特集

行
田
市
の
都
市
づ
く
り
の
考
え
方

行田らしさが光るまち
利根川や埼玉古墳群など、本
市特有の自然環境を次世代
に継承するため、環境への負
荷の軽減を図り、水と緑に囲
まれた都市と自然が共生する
まちづくり

市民一人ひとりが
主役のまち

市民、民間事業者、行政が、構
想段階から事業化段階まで
継続して主体的にまちづくり
に関わることができる、協働に
よるまちづくり

笑顔あふれ、
にぎわいを生むまち

都市機能の集約と地域資源の
活用、土地利用の見直しなどに
より、農業・商業・工業・観光な
どの分野で、市民と来訪者の交
流の拠点が形成された、にぎわ
いと活力のあるまちづくり

笑顔で暮らす、
住みよいまち

多様な都市機能を集約した
都市拠点と、生活の場を公共
交通で連携することで、都市
部と農村集落地の生活圏が
魅力的で、便利な暮らしやす
いまちづくり

都市づくりの
基本目標

～ と と がおりなす あふれるまち へ～水 緑 歴史 笑顔 ぎょうだ
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※現在、策定委員会で検討中のため、変更となる場合があります。

　
こ
れ
ま
で
、
人
口
の
増
加
を
前
提

と
し
て
成
長
と
拡
大
を
基
調
と
し
た

都
市
づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
人
口
減
少
・
超
高
齢
化
社
会
に

対
応
す
る
た
め
、
都
市
の
拠
点
と
な

る
地
域
（
中
心
市
街
地
・
Ｊ
Ｒ
行
田

駅
周
辺
）
で
は
、
必
要
と
さ
れ
る

都
市
機
能
を
集
約
し
、
誰
も
が
歩

い
て
暮
ら
せ
る
、
安
全
で
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
農
村
集
落
地
域
で
は
、

生
活
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、
道
路
・

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
り
、
各
地
域
が
連
携

し
た
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

都
市
づ
く
り
の
基
本
方
針



　
32
人
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
平

成
23
年
11
月
か
ら
平
成
24
年
2
月
に

か
け
て
全
4
回
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
実
現
に

向
け
た
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
、「
市
民
提
案
書
」
と
し
て

提
言
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
将
来

の
姿
を
明
確
に
示
し
た
上
で
、
全
力

を
上
げ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
と
い
う
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
な
お
、「
市
民
提
案
書
」
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

20
年
後
の
未
来
を
描
い
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
本
計
画
に
お
け
る

将
来
都
市
像
な
ど
検
討
材
料
に
な

る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
得
る
た
め
、
市

内
8
中
学
校
55
人
の
生
徒
の
皆
さ

ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

市
民
ま
ち
づ
く
り
会
議

  

こ
ど
も
会
議

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
を
紹
介
し
ま
す

中学生が「20年後のまちの姿」を発表

市民まちづくり会議からいただいた
「重点的な取り組み」

安心
・
安全

水と緑

利便性

にぎわい

活力

・ユニバーサルデザインによる歩道の
整備

・環境に配慮した、災害時にも機能する
防犯灯の整備

・「水がきれいなまち行田」の実現
・「水と緑のまち」にふさわしいクリー
ン活動の実施

・公園、街路樹のオーナー制の導入

・市民ニーズに対応したデマンド交通
の検討

・観光を取り巻く体制の見直し、一元化
・商業や産業、あらゆる分野での「特区」
の創設

・元気な高齢者の活用と市民活動の活
性化

まちづくりは、おもしろい

山﨑眞男さん
（持田）

　今回参加した市民まちづくり会議で、まち
づくりに対するさまざまな意見を聞いたり、
自分が思い描く理想的な行田の姿について話
したりしました。グループ内で活発に議論す
ることができたので、大変有意義な時間を過
ごせました。　
　今後、まちづくりを進めていく上で、このよ
うな機会を多く持ち、市民全員が「行田のまち
をこうしたい」と夢を抱くことが必要なので
はないでしょうか。
　みんなが理想とするまちを実現させるため
には、一回の議論では語りつくせません。何度
も市民同士、あるいは市民と行政が議論を重
ね、発展させていくことがより良いまちの実
現につながると思います。まちづくりには終
わりがありません。だからおも
しろいのです。今後もこのよう
な会議が開催されるのであれ
ば、ぜひ参加したいです。

まさ お

こども会議に参加して

小野田紗紀さん
（西中学校3年）

　会議では「20年後の行田のまちの
姿」をテーマに、まちの理想像や改善
すべき点について、他校の生徒と意
見交換を行いました。私は、東日本大
震災の影響で、自然エネルギーが注
目を浴びていることを知っていたの
で、各家庭が住宅用太陽光発電シス
テムを設置し、電気を消費していく
といった「自然環境にやさしいまち
づくり」を提案しました。
　意見交換をする中で、「道路や防犯
灯の整備をしてほしい」といった意
見もありました。各地域で抱えてい
る問題が違うことを知ることがで
き、とても貴重な経験になりました。
　自分たちのまちを発展させていく
ために、私たち中学生を含め、住んで

いる人と一緒に考え、意
見を出し合うこのよう
な会議はとても良いこ
とだと思います。

こども会議でいただいた「20年後のまちの姿」

安心・安全
 ・ 子育てしている人への理解

があるまち
 ・ 地域で見守りが行われている

まち

豊かさ
 ・ 自然豊かで緑が多いまち
 ・ 川がきれいなまち

便利さ
 ・ 高齢者でも買い物が

しやすいまち
 ・ 交通が便利なまち

活気とにぎわい
 ・ 商店街が活性化しているまち
 ・ 働く場所がたくさんあるまち
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理想のまちについて語り合う市民の皆さん



▶実施期間
　平成23年9月～10月
▶対　　象
　18歳以上の方の中から、
無作為に3,000人を抽出 
▶回 収 数　1,132 票
▶回 収 率　37.7％
※詳細な結果は市ホーム
ページで公開しています。

まちづくり活動への参加意向（複数回答）

今後の土地利用の方向性 今後の拠点整備の方向性

　住んでいる地域での
美化や防犯に関する活
動への参加意向は比較
的高くなっています
が、行政などの取り組
みに対する参加意向は
低い状況でした。

　「積極的に市街地
を拡大し、新しい市
街地を整備する」は
15.3％、「これ以上
の市街地拡大は避
け、今ある市街地の
充 実 を 図 る 」が
32.2％でした。

　拠点整備のあり方につ
いては、「市中心部とJR行
田駅周辺の一体性や連続
性の強化」が35.3%、「市
中心部、JR行田駅周辺に
都市機能を集積する」が合
わせて26.2%、「地域の生
活拠点の充実」が23.4%
と、意見が分かれています。

0 10 20 30 40 50 %

都市計画マスタープランなど、
行政の取り組みに対する参加

市中心部に業務機能
や住居などを集
積する  12.2%

現在の
市街地の充実を

図る
32.2%

積極的に
市街地を
拡大する
15.3%

その他 1.1%
無回答 3.9%

必要に応じて市街地を
拡大してもよい
47.5%

JR行田駅周辺
に業務機能や
住居などを
集積する
14.0%

市中心部とJR行田
駅周辺の一体性や
連続性を強化する

35.3%

公共・商業施設を
分散し、地域の生活
拠点を充実させる
23.4%

現状のままで
よい  7.0%

その他 1.9%
無回答 6.2%

NPOなどの民間団体における
ボランティア活動

地域での美化活動や防犯活動
などの自治会活動

参加の意向はない

17.8%

21.8%

44.7%

27.1%

地域別懇談会を開催します地域別懇談会を開催します
地域別のまちづくりについて、意見を聞かせてください
　現在、地域別のまちづくりの目標や実現に向けた方針・施策を示す「地域別構想」
の計画づくりを進めています。
　地域に住んでいる皆さんの意見をいただき、実効性のある計画とするため、4地域
に分けて地域別懇談会を開催します。皆さんの参加をお待ちしています。※事前申
し込みは不要です。

城西3～5丁目、持田1～5丁目、大字持田、大字前谷、西新町、
壱里山町、清水町、門井町1～3丁目、押上町、棚田町1～3丁
目、深水町

9月1日㈯
午前10時～正午 太井公民館

（以下、大字）佐間、長野の一部（市街化調整区域内）、下忍の
一部（市街化調整区域内）、堤根、樋上、埼玉、野、渡柳、利
田、若小玉の一部（市街化調整区域内）、下須戸、小針、藤間、
関根、真名板

9月2日㈰
午前10時～正午

中央公民館2階
第1学習室
（「みらい」内）

谷郷2・3丁目の一部（市街化調整区域内）、（以下、大字）斎条、
和田、谷郷の一部（市街化調整区域内）、上池守、下池守、皿尾、
中里、小敷田、荒木、小見、白川戸、須加、下中条、北河原、酒巻、
長野の一部（行田県土整備事務所付近の市街化調整区域内）、
南河原、犬塚、馬見塚、中江袋

9月2日㈰
午後2時30分～
4時30分

グリーンアリーナ
2階研修室

忍1・2丁目、天満、水城公園、城南、本丸、矢場1・2丁目、城西
1・2丁目、大字忍、行田、宮本、中央、旭町、向町、佐間1～3丁
目、緑町、駒形1・2丁目、谷郷1丁目、谷郷2・3丁目の一部（市
街化区域内）、大字谷郷の一部（市街化区域内）、栄町、桜町1
～3丁目、富士見町1・2丁目、長野1～5丁目、藤原町1～3丁
目、大字長野の一部（市街化区域内）、大字若小玉の一部（市街
化区域内）、大字下忍の一部（市街化区域内）

9月1日㈯
午後2時30分～
4時30分

産業文化会館2階
第2会議室

北部

中心部

南東部西部

地域名 対象となる地域 日　時 場　所

西　部

中心部

南東部

北　部

都市計画マスタープランをつくっています

わがまちの未来設計図
特集

  
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

5
▶問い合わせ　都市計画課計画担当☎550―1550
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こ
れ
か
ら
の
市
内
循
環
バ
ス
の
あ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
、
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
交
換
し
、
自

由
に
議
論
を
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
8
月
23
日
㈭
午
後
7
時
～
8
時
30
分

▼
場
所　
埼
玉
公
民
館
ホ
ー
ル

▼
定
員　
40
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
地
域
づ
く
り
支

援
課
く
ら
し
安
心
担
当
（
内
線
2
5
2
）

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
、
市
政
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
う
「
市
政
懇
談
会
」
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
次
の
地
区
を
対
象
に
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
8
月
24
日
㈮
午
後
7
時
～
8
時
30
分

▼
場
所　
須
加
公
民
館

▼
対
象　
須
加
地
区
在
住
の
方

▼
そ
の
他　
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　
広

報
広
聴
課
広
報
広

聴
担
当
（
内
線

3
1
8
）

市
内
循
環
バ
ス

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
in
さ
き
た
ま

ご
参
加
く
だ
さ
い

「
市
政
懇
談
会
」

　本市では、行田産農産物をより身近に感じてもらう
ため、地産地消料理コンテストを実施しています。
　２回目となる今回は、市内の小・中学生を対象に開
催します。優秀作品は学校給食のメニューに採用され
ますので、ぜひご応募ください。

▶テ ー マ　「キライ」克服大作戦！（嫌いなものをお
いしく食べよう）

▶募集期間　 9月3日㈪まで（必着）
▶応募要件

・市内の小・中学校に通う児童・生徒で最終審査に
参加可能な方

・行田産農産物「ピーマン・ナス・オクラ・ゴーヤ・
しいたけ」のうち「１品以上」使用すること

・そば、牛肉および高価な食材の使用は不可
・学校給食に適した、手軽に作ることができる料理

であること
・応募作品は１人５点まで
・応募作品はオリジナルで未発表のもの

▶応募方法　農政課、各公民館で配布している応募用
紙（市ホームページよりダウンロード可）に必要事項
を記入の上、持参または郵送してください。【持参・
郵送】〒361―8601 行田市本丸２―５ 行田市地
産地消推進協議会（農政課内）※応募書類の返却はし
ません。また、レシピなどの一切の権利は主催者に
帰属します。

▶審査方法
　１次審査…書類選考（レシピ、写真）
　最終審査…試食審査（調理、試食）

※10月14日㈰午前9時30分～正午にＶＩＶＡぎょ
うだで開催予定

▶賞　　品 最優秀賞1点…図書券5,000円ほか
 優 秀 賞2点…図書券3,000円
 入　　選2点…図書券1,000円
▶主　　催　同協議会
▶問い合わせ　同協議会事務局事務局（農政課内・内線386）

　行田ブランド米検討委員会では、行田ブランド米「浮
城のめぐみ」を連想させる米袋デザインを募集します。

▶募集期間　 8月1日㈬～9月3日㈪（必着）
▶応募資格　プロ、アマ、年齢、性別、国籍を問いません。
▶応募規定

①「浮城のめぐみ」の文字を入れてください。
②A4版の用紙を縦で使用してください（データ可）。
③画材、デザインなど表現方法は自由。
④応募点数に制限はありません。※最終選考では1

人1点
⑤すでに使用されている米袋デザインに類似しない

こと。
▶応募方法　郵便番号、住所、氏名、年齢、職業（学

校名）、電話番号を応募作品裏面や別紙に記入の上、
持参または郵送で提出してください。※データで提
出する場合は、ＣＤ―Ｒを使用してください。【持参・
郵送】〒361―8601 行田市本丸2―5 行田ブラン
ド米検討委員会事務局（農政課内）

▶賞　　品
　最優秀賞１点…浮城のめぐみ30キログラム
　入　　賞数点…小学生・中学生・一般の部それぞれ

浮城のめぐみ10キログラム
▶発　　表　「市報ぎょうだ」および市ホームページ

で最優秀作品、応募者氏名を掲載※入賞者には直接
お知らせします。

▶注　　意
・応募作品は未発表のものに限ります。
・応募作品の著作権は主催者に帰属します。
・応募作品の返却はしません。
・採用作品は修正や変更をする場合があります。
・すでに発表されているデザインと同一、もしくは

類似作品、または著作権の侵害が明確になった場
合は、採用決定後でも採用を取り消します。

・応募者の個人情報は適正に管理します。
▶問い合わせ　同検討委員会事務局（農政課内・内線387）

第２回行田市地産地消
　料理コンテスト作品大募集
第２回行田市地産地消
　料理コンテスト作品大募集

「浮城のめぐみ」の
　　　　米袋デザインを募集
「浮城のめぐみ」の
　　　　米袋デザインを募集
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～平和について

　考えましょう～

平和月間です

今月は

昨年展示された写真

▶日　　時 8月9日㈭～14日㈫午前9
時～午後9時

▶場　　所 コミュニティセンターみず
しろ1階ギャラリー

▶内　　容 戦中・戦後の貴重な写真の
展示

▶問い合わせ 地域づくり支援課協働推進
担当（内線253）

平和を願う写真展

　 8月10日㈮は、戦前からある建物で、さまざまな体験を通して平和について考えましょう！ぜひご参加ください！

平和を願う藍
あい

染体験＆平和のおはなし会＆平和の語りべ

平和を願う藍染体験 in 牧禎舎
　藍染体験工房「牧禎舎」で、平和を願いながらオリ
ジナルの藍染めハンカチを作ります。
　夏休みの思い出に、世界に１つだけのハンカチを作
ってみませんか。
▶時　　間　午後2時
▶参 加 費 500円（材料費）
▶定　　員 30人（先着順）
▶申し込み 8月7日㈫までに電話で地域づくり支援課

協働推進担当

平和のおはなし会 in 忠次郎蔵
　市内のボランティア団体「おはなしさくらんぼ」の
皆さんが、情感溢れる戦争に関するおはなしをします。
▶時　　間 午後3時

平和の語りべ in 忠次郎蔵
　米山稔さんが子どものときに体験した戦時中の話や、
親族が兵士として日中戦争に出兵した際に戦陣で書き
残した「陣中日誌」、家族と交換した便りなどについて
の話をします。
▶時　　間 午後3時20分

▶問い合わせ 同課協働推進担当（内線253）

国道125号

埼玉りそな
銀行

新町1丁目

商工センター前商工センター前

商工センター

行田市駅
秩父鉄道

南口

忠次郎蔵

牧禎舎
★
★

●●

　市立図書館の展示コーナーには、戦争
関連書籍が展示されています。読書を通
して平和について考えて
みませんか。
▶展示期間
　 8月1日㈬～
　 9月2日㈰
▶問い合わせ　
　市立図書館
　☎556―4227

本を通して戦争を知ろう、
平和を考えよう

▶日　　時　 8月16日㈭午後7
時～8時30分

▶場　　所　忍川翔栄橋周辺
（秩父鉄道行田市駅北側）

▶内　　容　小型とうろうを1
基800円で頒布します。また、
行田音頭保存会による新行田
音頭演舞を行います。

▶問い合わせ　行田市観光協会
（商工観光課内・内線382）

とうろう流し
納涼大会
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北
彩
タ
ウ
ン
情
報

北
彩
タ
ウ
ン
情
報

　

学
校
の
屋
外
で
の
熱
中
症
対
策
の
一
環
と
し

て
、
市
内
の
小
・
中
学
校
全
校
に
ミ
ス
ト
シ
ャ

ワ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
回
設
置
し
た
ミ
ス

ト
シ
ャ
ワ
ー
は
、
電
気
を
使
わ
ず
に
水
圧
だ
け

で
水
道
水
を
霧
状
に
噴
射
す
る
も
の
で
、
気
化

熱
で
周
囲
の
気
温
を
下
げ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　
教
育
総
務
課
財
務
施
設
担
当

☎
5
5
6
―
8
3
1
1

　
本
市
で
は
、
少
人
数
学
級
実
施
の
た
め
、
子

ど
も
が
好
き
で
教
え
る
の
が
大
好
き
な
先
生
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　
市
内
の
小
・
中
学
校
に
常
勤
す

る
教
諭
…
若
干
名

▼
受
験
資
格　
小
・
中
学
校
の
教
員
免
許
状
を

お
持
ち
の
方
（
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
に

当
該
免
許
を
取
得
見
込
み
の
方
も
可
）
で
、

昭
和
52
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
。

▼
募
集
要
項　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。
学
校
教
育
課
ま
た

は
人
事
課
で
も
配
布
し
ま
す
。
※
郵
送
希
望

の
場
合
は
1
2
0
円
切
手
を
張
り
、
郵
便
番

号
と
あ
て
先
を
明
記
し
た
返
信
用
の
角
型
2

号
封
筒
を
同
封
の
上
、
学
校
教
育
課
（
〒

3
6
1
―
0
0
5
2 

行
田
市
本
丸
2
―
20
）

ま
で

▼
願
書
締
め
切
り

　
【
窓
口
受
付
】
10
月
10
日
㈬
午
後
5
時

　
【
郵
送
受
付
】
10
月
10
日
㈬
必
着

▼
試
験
日

　
【
１
次
試
験
】
10
月
27
日
㈯　

　
【
２
次
試
験
】
12
月
1
日
㈯

▼
任
用
期
間　
平
成
25
年
度
の
1
年
間
（
再
任

用
制
度
あ
り
）

▼
待
遇　
本
市
規
定
に
よ
り
、
埼
玉
県
費
負
担

教
職
員
と
同
程
度
の
給
与
を
支
給
し
ま
す
。

ま
た
、
福
利
厚
生
は
公
立
学
校
共
済
組
合
埼

玉
支
部
、
㈶
埼
玉
県
教
職
員
互
助
会
に
加
入

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
改
革

担
当
☎
5
5
6
―
8
3
1
6

　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
設
計
・
調
査
・

測
量
、
土
木
施
設
維
持
管
理
業
務
の
入
札
参
加

資
格
審
査
に
お
け
る
申
請
を
県
内
60
市
町
な
ど

と
共
同
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
申
し
込
み

　
【
新
規
申
請
】
9
月
14
日
㈮
～
10
月
12
日
㈮

に
郵
送
で
提
出

　
【
更
新
申
請
】
10
月
15
日
㈪
～
11
月
30
日
㈮

に
埼
玉
県
電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
で
申
請

を
行
い
、
関
係
書
類
を
郵
送
で
提
出

　
【
郵
送
】
〒
3
3
0
―
9
3
0
1 

さ
い
た
ま

市
浦
和
区
高
砂
3
―
15
―
1 

埼
玉
県
入
札

審
査
課

▼
入
札
参
加
資
格
有
効
期
間

　
平
成
25
年
4
月
1
日
～
平
成
27
年
3
月
31
日

▼
そ
の
他　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　
契
約
検
査
課
契
約
担
当
（
内

線
2
1
3
・
2
1
4
）

加
須
市

オ
ニ
バ
ス
が
見
ご
ろ
で
す

　
埼
玉
県
内
唯
一
の
自
生
地
で
、
鋭
い
と
げ
の

あ
る
葉
が
直
径
1
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
り
、
水

面
に
鮮
や
か
な
赤
紫
色
の
か
れ
ん
な
花
を
咲
か

せ
ま
す
。
早
朝
に
開
花
し
、
8
月
中
旬
か
ら
9

月
上
旬
ま
で
が
見
ご
ろ
で
す
。

▼
場
所　
オ
ニ
バ
ス
自
生
地
（
北
川
辺
総
合
支

所
か
ら
東
へ
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

▼
そ
の
他　
8
月
25
日
㈯
午
前
８
時
～
正
午
に

オ
ニ
バ
ス
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

▼
問
い
合
わ
せ　
加
須
市
北
川
辺
総
合
支
所
環

境
経
済
課
☎
0
2
8
0
―
6
1
―
1
2
0
5

羽
生
市

ム
ジ
ナ
も
ん
と
仲
間
た
ち
の
4
コ
マ
漫
画
を
募
集

▼
応
募
方
法　
市
役
所
、
市
民
プ
ラ
ザ
、
図
書

館
、
各
公
民
館
、
産
業
文
化
ホ
ー
ル
、
パ
ー

プ
ル
羽
生
、
ワ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
羽
生
で
配
布
し

て
い
る
応
募
用
紙
（
羽
生
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
使
用
し
、
10
月

31
日
㈬
ま
で
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
郵
送
】
〒
3
4
8
―
0
0
5
8 

羽
生
市
中

央
3
―
7
―
5 

羽
生
市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
推

進
室

▼
発
表　
平
成
25
年
１
月
上
旬
に
入
賞
者
へ
通

知
▼
賞　
【
優
秀
作
品
】
12
点
（「
広
報
は
に
ゅ

う
」
に
掲
載
、
副
賞
：
ム
ジ
ナ
も
ん
グ
ッ
ズ

セ
ッ
ト
）【
入
選
作
品
】
30
点
（
副
賞
：
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
ボ
ー
ル
ペ
ン
）
※
各
受
賞
作
品

は
、
埼
玉
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

▼
そ
の
他　
応
募
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に

帰
属
し
、
作
品
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ　

同
推
進
室
☎
5
6
0
―

3
1
1
9

小
・
中
学
校
に
ミ
ス
ト

シ
ャ
ワ
ー
を
設
置
し
ま
し
た

平
成
25
・
26
年
度
建
設
工
事
請
負
等

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付

け
ま
す

浮
き
城
先
生
を
募
集
し
ま
す
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消
防
庁
で
は
、地
震
な
ど
の
災
害
時
に
備
え
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
―
ア
ラ
ー
ト
）

を
活
用
し
た
防
災
行
政
無
線
な
ど
の
全
国
一
斉

緊
急
情
報
伝
達
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

▼
放
送
日
時　

　
9
月
12
日
㈬
午
前
10
時
ご
ろ

▼
放
送
内
容

　
こ
ち
ら
は
、
防
災
行
田
で
す
。

　
た
だ
い
ま
か
ら
、試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
試
験
放
送
で
す
。

　
こ
れ
は
、
試
験
放
送
で
す
。

　
こ
れ
で
試
験
放
送
を
終
わ
り
ま
す
。

　
こ
ち
ら
は
、
防
災
行
田
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　
防
災
安
全
課
防
災
担
当
（
内

線
2
8
2
）

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た
全
国

一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
試
験
を

実
施
し
ま
す

　地震はいつ発生するか分かりません。｢もしものとき｣に備えて、家族で普段
から避難場所や安否確認の方法などについて話し合いましょう。そして、次
の欄内に書き入れ、家庭内で分かりやすい場所に張り、情報を共有しましょう。

・地震が発生したらどこに避難するのか、前もって避難場所を確認し、実際に
避難場所まで歩いて道順を覚えておきましょう。

・家族が離れているときやばらばらになったとき、どこに集合するか決めてお
きましょう。

・他都道府県の親類か友人を連絡先として決めておくと、安否確認がしやすく
なります。

・避難するときは、自宅に避難先の張り紙をするなど、安否を確認するルール
を家族で決めておきましょう。

・災害用伝言ダイヤル｢171｣を利用した安否確認をしましょう。
・携帯電話が使えなかったときのために、家族の連絡先を書き入れましょう。

☆家族の避難場所や集合場所、連絡先を決めておきましょう

☆安否確認の方法を確認しましょう

家族の避難場所

家族の集合場所

災害時の連絡先
（親類）☎

（友人）☎

①

②

③

④

⑤

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

名　　　前 電話番号 会社・学校名 会社・学校の連絡先

キリトリ

キ
リ
ト
リ

※裏面に続く

９月の第１日曜日は家族防災会議の日家族防災会議の日
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・家の中の安全な場所、危険な場所をチェックしましょう。
☆家の中の安全確認をしましょう

安全な場所 危険な場所

□飲料水
□調理用ラップフィルム
□ビニール袋
□ガーゼ
□懐中電灯・予備電池
□洗面用具
□救急箱
□マスク
□ひも・ロープ
□はさみ
□ピンセット
□毛布
□トイレットペーパー
□紙おむつ
□生理用品
□寝袋

非 常 食 □食料（家族３日分）
　　　　 □飲料水（家族３日分）
　　　　 □粉ミルク

生活用品 □フォーク・スプーン
　　　　 □缶切り・ナイフ
　　　　 □卓上こんろ・ボンベ
　　　　 □ろうそく・マッチ
　　　　 □タオル
　　　　 □ウエットティッシュ
　　　　 □ティッシュペーパー

衣　　類 □着替え
　　　　 □下着

貴 重 品 □現金、10円（公衆電話用）
　　　　 □印鑑
　　　　 □通帳・有価証券
　　　　 □保険証

救急セット □脱脂綿
　　　　 □消毒液
　　　　 □傷薬
　　　　 □ばんそうこう
　　　　 □湿布薬
　　　　 □目薬
　　　　 □飲み慣れている常備薬

そ の 他  □携帯ラジオ
　　　　 □軍手・手袋

・非常用持ち出し品の置き場とその中身を　チェックしましょう。
☆非常用持ち出し品を確認しましょう

▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線 282）

非常用持ち出し品 家庭備蓄品リスト

キリトリ

キ
リ
ト
リ

　
停
電
で
安
心
・
安
全
な
市
民
生
活
の
継
続
が

困
難
と
な
る
事
態
を
回
避
す
る
た
め
、
電
力
需

給
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
化
し
、
電
力
需
給
の
逼
迫

が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
防
災
行
政
無
線
で
節

電
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

▼
放
送
内
容

　
こ
ち
ら
は
防
災
行
田
で
す
。

　
行
田
市
か
ら
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
※
○
時
か
ら
○
時
の
間
、
東
京
電
力
管
内

で
、
電
力
が
不
足
す
る
見
込
み
で
す
。

　
停
電
な
ど
を
回
避
す
る
た
め
、
最
大
限
の

節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
繰
り
返
し
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
（
※
以
下
繰
り
返
し
）

　
こ
ち
ら
は
防
災
行
田
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　
防
災
安
全
課
防
災
担
当
（
内

線
2
8
2
）

「
電
力
需
給
逼ひ

っ
ぱ
く迫

警
報
」
が
発
令
さ
れ

た
場
合
、
防
災
行
政
無
線
で
市
民
の

皆
さ
ん
に
節
電
を
呼
び
掛
け
ま
す
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本
市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減

量
化
を
図
る
た
め
、
ま
だ
使
え
る
も
の
の
仲
介

を
行
う
不
用
品
登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
品
物
は
無
料
で
、
登
録
期
間
は
３
カ
月
で

す
。
な
お
、
規
格
や
大
き
さ
が
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
ピ
ク
ニ
ッ
ク
セ
ッ
ト　
▽
歩
行
車　
▽
水
槽　
▽

額
縁　
▽
猫
用
ト
イ
レ　
▽
食
器
洗
い
機　
▽
ガ
ス

コ
ン
ロ
（
都
市
ガ
ス
用
）　
▽
エ
ア
コ
ン　

▽
金
庫

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
自
転
車
（
折
り
た
た
み
・
子
ど
も
用
）　
▽
三
輪

自
転
車　
▽
一
輪
車
（
子
ど
も
用
）　
▽
電
気
冷
蔵

庫
（
２
ド
ア
タ
イ
プ
）　

▽
ベ
ビ
ー
お
ん
ぶ
ひ
も　

▽
彫
刻
刀
セ
ッ
ト　
▽
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト　
▽
自
転
車

用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
後
部
荷
台
用
）　
▽
裁
縫

セ
ッ
ト（
針
箱・針
ぼ
う
ず
）　
▽
Ｃ
Ｄ・Ｍ
Ｄ
プ
レ
ー

ヤ
ー　
▽
布
団
干
し
（
折
り
た
た
み
式
）　
▽
食
器

棚
（
軽
ワ
ゴ
ン
車
に
入
る
も
の
）　
▽
ラ
ン
ド
セ
ル

（
赤
系
色
）　
▽
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ　
▽
和
だ

ん
す
（
整
理
用
）　
▽
歩
行
機
（
ベ
ビ
ー
用
）　
▽
Ｆ

Ａ
Ｘ
（
2
台
）　
▽
8
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
レ
オ
プ
レ
ー

ヤ
ー　

▽
車
い
す　

▽
電
子
ピ
ア
ノ　

▽
ヘ
ル
ス

メ
ー
タ
ー　
▽
電
気
ポ
ッ
ト

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎

5
5
6
―
9
5
3
0　
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
5
5
3

―
0
7
9
2

不
用
品
情
報

　無限にエネルギーを得ることができ、二酸化炭素を
排出しないことなどから、地球温暖化対策や再生可能
エネルギーとして期待されている「太陽光エネルギー」。
　太陽光から電気をつくる「太陽光発電システム」は、
エネルギー問題への意識の高まりや固定価格買取制度
の創設により、各家庭に広く普及してきています。

余った電気は電力会社に売電！
　住宅用太陽光発電システムは、電力会社とつなげる
ことで余った電力を電力会社に売ることができます。
このことから、電力会社から買う電力が減り、売った
電力分の金額が戻るため、電気代を節約することがで
きます。

　市内設置協力事業主と連携した「行田市住宅用太陽
光発電システム設置促進に関する取り組み」を活用し
て、皆さんの家庭でも設置をご検討ください。
　なお、設置促進に関する取り組みの情報は、「市報
ぎょうだ」4月号、市ホームページをご覧ください。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

【設置した家庭の一例】太陽光発電システム：４kWを設置した場合

【住宅用太陽光発電システムのイメージ図】

設置前の電気料金（年間）： 218,668円
設置後の電気料金（年間）： 47,093円

節約電気料金（年間）：　
171,575円

※住宅用発電システムを200万円で設置した場合、約12年で投資（設置）
金額を回収できる計算になります。

わが家にも住宅用太陽光発電システムを

　地球温暖化対策の一環として、家庭や事務所での緑
のカーテンの普及を図るため、行田市緑のカーテンコ
ンテストを開催します。

▶応募資格　市内の住宅、事業所などにつる性植物に
よる緑のカーテンを平成24年春以降に設置してい
る方

▶応募方法　環境課で配布している応募用紙（市ホー
ムページからダウンロード可）に必要事項を記入の
上、9月3日㈪～28日㈮に郵送または持参で提出し
てください。

　【郵送】〒361―0031 行田市緑町13―12 行田市環
境課 緑のカーテンコンテスト係

▶審査方法　応募用紙および写真を基に、緑のカーテ
ンの生育状況・効果・創意工夫などについて、総合
的に審査を行います。

▶表　　彰
　【家 庭 の 部】優秀賞5点…賞状および記念品
　【事業所の部】優秀賞3点…賞状および記念品
▶発　　表　コンテストの結果については、入賞者に

のみ連絡をします。
▶そ の 他

・緑のカーテンの設置および応募に掛かる費用は応
募者の負担となります。

・応募書類の返却は原則として行いません。
・ほかの類似したコンテストなどに重複して応募し

ても可。
・応募者の個人情報は適正に管理します。
・入賞者は市ホームページに掲載し、取り組み内容

を紹介します。その際には、写真の電子データを
提供していただく場合がありますのでご協力くだ
さい。

▶問い合わせ　同課環境政策担当☎556―9530

行田市緑のカーテン
　　　コンテストを開催します
行田市緑のカーテン
　　　コンテストを開催します



 

 

 

 

 

安心・安全情報キットを
配布します

安心・安全情報キットを
配布します

　本市では、平成22年度から民生委員・児童委員協議会の
協力を得て、一人暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯の方
などを対象に「安心・安全情報キット」を配布しています。
　このキットは、身体状況（過去にかかったことのある病気
や外傷など）や緊急連絡先などを記入した用紙を、ペットボ
トル容器に入れ、自宅の冷蔵庫に保管するもので、自宅で急
病になったときなどの緊急時において、救急隊員の迅速か
つ適切な処置につなげることを目的としています。
　今回は、家族が仕事などの理由で日中不在となり、高齢
者が一人で過ごす状態となる世帯などを対象に、次のとお
り配布します。

▶配布期日　8月1日㈬～9月30日㈰※10月以降は高齢者福祉課においてのみ配布します。
▶配布場所　高齢者福祉課、南河原支所、中央公民館および各公民館
▶配 布 物　安心・安全情報キット一式（ペットボトル容器1本、安心・安全情報シート2枚、
ステッカー2枚）および説明文
▶配布から設置までの流れ
　①配布場所にキット一式を受け取りに行く。
　②安心・安全情報シートに必要事項を記入する。
　③安心・安全情報シートを容器に入れて自宅の冷蔵庫に保管し、ステッカーをそれぞれ玄
関の内側と冷蔵庫の扉の表面に張る（救急隊はステッカーを目印に、キット設置の有無
を判断します）。

▶そ の 他　安心・安全情報シートは2枚配布します。1枚を市へ提出していただければ、緊
急時の情報として活用します。※提出は任意です。
▶問い合わせ　同課高齢福祉担当（内線223）

ステッカー
（玄関の内側と冷蔵庫の扉の表面に張る）
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　乳酸飲料などを配達し、日常的に安否確認を行う見
守りサービスです。
▶配　　達	 週3回（1回の配達で1本配布）
▶対　　象	 ①65歳～74歳の一人暮らしの方で、生

活状況および身体的な理由で見守りが必
要な方

	 ②75歳以上の一人暮らしの方
	 ※いずれも、家族などの見守りが行われ

ている、または見守りを目的としたほ
かのサービスを受けている場合を除く

▶利用者負担	 無料

　要介護認定を受けた方などを介護する方の労をねぎ
らい、手当を支給しています。
▶対　　象	 介護度4以上または65歳以上の重度の認

知症（いずれも当該状態が6カ月以上継
続）の方を在宅介護する家族の方

▶支 給 額	 月額5,000円（支給月は4月・8月・12月）

　紙おむつを配達・支給し、本人および家族の負担軽
減を図るサービスです。
▶配　　達	 月1回（月末に配達）
▶対　　象	 65歳以上の常時寝たきりまたは認知症

の方で、在宅で介護を受けている方
▶利用者負担	 無料

　栄養バランスのとれた食事を配達し、健康の保持お
よび増進を図るとともに、安否の確認も行う見守りを
兼ねたサービスです。※糖尿病や腎臓病の方などへの
対応も可能です。
▶配　　達　１人当たり週4食まで（土・日曜日、祝日

を含む）※希望の曜日と昼・夕食のいず
れかを選択可

▶対　　象	 65歳以上の方のみの世帯で、自ら食事の
用意をすることが困難で、ほかの方から
食事の提供を受けられない方

▶利用者負担	 １食当たり400円

　敬老の意を表するとともに、長寿を祝福して祝金を
支給しています。
▶対　　象	 喜寿（77歳）・米寿（88歳）・白寿（99歳）

の方
▶支給方法	 民生委員を通じて、毎年9月の敬老月間

に配布しています。

　電磁調理器や緊急通報装置などを給付し、日常生活
の利便性の向上および緊急時の安心感を得ることがで
きるサービスです。
▶対　　象	 おおむね65歳以上の一人暮らしの方など
	 ※給付用具の種別により異なります。
▶利用者負担	 用具の購入額の1割（緊急通報装置の通

話料は実費負担）

市
の高齢者福祉サービス高齢者福祉サービスを紹介します

　本市では、高齢者の皆さんの健康保持や生活の安定などの
ため、さまざまなサービスを実施しています。また、長年に
わたり本市の発展に貢献されてきた高齢者の方を敬うととも
に、生きがいを持ち健やかに暮らしていただけるよう、さま
ざまな事業を実施することで高齢者福祉の増進を図っていま
す。今回は代表的なものを紹介します。
※世帯の課税状況などにより、サービスの利用に制限があります。

紙おむつの配達サービス

乳酸飲料などの配達サービス

日常生活用具の給付サービス

配食サービス

介護慰労手当の支給敬老祝金の支給

▶この記事に関する問い合わせ　高齢者福祉課高齢福祉担当（内線223）
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安心・安全情報キットを
配布します

　本市では、平成22年度から民生委員・児童委員協議会の
協力を得て、一人暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯の方
などを対象に「安心・安全情報キット」を配布しています。
　このキットは、身体状況（過去にかかったことのある病気
や外傷など）や緊急連絡先などを記入した用紙を、ペットボ
トル容器に入れ、自宅の冷蔵庫に保管するもので、自宅で急
病になったときなどの緊急時において、救急隊員の迅速か
つ適切な処置につなげることを目的としています。
　今回は、家族が仕事などの理由で日中不在となり、高齢
者が一人で過ごす状態となる世帯などを対象に、次のとお
り配布します。

▶配布期日　8月1日㈬～9月30日㈰※10月以降は高齢者福祉課においてのみ配布します。
▶配布場所　高齢者福祉課、南河原支所、中央公民館および各公民館
▶配 布 物　安心・安全情報キット一式（ペットボトル容器1本、安心・安全情報シート2枚、
ステッカー2枚）および説明文
▶配布から設置までの流れ
　①配布場所にキット一式を受け取りに行く。
　②安心・安全情報シートに必要事項を記入する。
　③安心・安全情報シートを容器に入れて自宅の冷蔵庫に保管し、ステッカーをそれぞれ玄

関の内側と冷蔵庫の扉の表面に張る（救急隊はステッカーを目印に、キット設置の有無
を判断します）。

▶そ の 他　安心・安全情報シートは2枚配布します。1枚を市へ提出していただければ、緊
急時の情報として活用します。※提出は任意です。
▶問い合わせ　同課高齢福祉担当（内線223）

ステッカー
（玄関の内側と冷蔵庫の扉の表面に張る）
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▶問い合わせ　社会福祉協議会☎557―5400

　市で実施するもののほか、社会福祉協議会に
て福祉車両の貸し出しなどさまざまなサービス
を提供しています。を提供しています。

成年後見制度に関する相談を受け付けています

　成年後見制度とは、認知症などの理由により、判断
能力が十分でない方を法的に支援する制度です。市内
に4カ所ある「地域包括支援センター」で相談を受け
付けています。
※住んでいる地域によって担当する地域包括支援セン

ターが異なります。詳しくは高齢者福祉課に問い合
わせください。

▶問い合わせ　同課地域支援担当（内線223）
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く
ら
し
の
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【
事
例
１
】

　
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
薬
が
市
販
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
開
発
し
て
い
る
会
社

に
投
資
し
ま
せ
ん
か
」
と
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
。
後
で
高
く
売
れ
る
と
い
う
の
で

1
0
0
万
円
投
資
し
た
が
、
送
ら
れ
て
く
る

は
ず
の
証
券
が
届
か
な
い
。
不
安
に
思
い
業

者
に
電
話
し
た
が
連
絡
が
つ
か
な
い
。（
男

性　
60
歳
代
）

【
事
例
２
】

　
「
病
院
へ
投
資
し
ま
せ
ん
か
」
と
電
話
が

あ
り
、
人
の
良
さ
そ
う
な
青
年
が
自
宅
に
説

明
に
来
た
。
医
療
機
関
債
を
3
0
0
万
円
購

入
す
れ
ば
、
毎
月
１
万
円
の
配
当
が
あ
る
と

い
う
。「
病
院
に
は
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
し
、
知
ら
な
い
病
院
だ
け
ど
人
ご
と
で

は
な
い
」
と
思
い
、
そ
の
場
で
3
0
0
万
円

を
手
渡
し
た
。
3
カ
月
間
は
順
調
に
支
払
わ

れ
て
い
た
配
当
が
、
4
カ
月
目
か
ら
途
絶
え

て
し
ま
っ
た
。（
女
性　
70
歳
代
）

　

医
療
法
人
な
ど
に
投
資
を
し
た
も
の
の
、

「
配
当
が
支
払
わ
れ
な
く
な
っ
た
」「
連
絡
が

つ
か
な
く
な
っ
た
」
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が

高
齢
者
を
中
心
に
増
え
て
い
ま
す
。
勧
誘
の

際
に
、
健
康
に
不
安
を
抱
え
が
ち
な
高
齢
者

に
医
療
へ
の
貢
献
を
う
た
っ
て
「
人
ご
と
で

は
な
い
か
ら
協
力
し
よ
う
」
と
購
買
意
欲
を

あ
お
っ
た
り
、「
安
全
で
高
金
利
、
絶
対
に
も

う
か
り
ま
す
」
な
ど
と
虚
偽
の
説
明
が
行
わ

れ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
勧
誘
方
法
の
問
題
以
前
に
、
製
薬

会
社
や
医
療
機
関
を
か
た
っ
た
詐
欺
の
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
返
金
を
求
め

て
も
連
絡
を
取
る
こ
と
は
大
変
困
難
で
す
。

ア
ド
バ
イ
ス

①
医
療
機
関
債
は
、
医
療
法
人
が
借
り
手
と

な
る
金
銭
消
費
貸
借
契
約
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
有
価
証
券
で
は
な
い
の
で
、

換
金
性
が
非
常
に
乏
し
く
、
医
療
機
関
が

破
産
し
た
場
合
は
全
損
の
恐
れ
も
あ
り
ま

す
。「
絶
対
に
も
う
か
る
」
な
ど
と
い
っ
た

業
者
の
話
を
う
の
み
に
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

②
リ
ス
ク
や
契
約
内
容
が
理
解
で
き
な
け
れ

ば
絶
対
に
契
約
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
つ

じ
つ
ま
が
合
わ
ず
信
用
性
が
疑
わ
し
い

ケ
ー
ス
は
、詐
欺
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

③
数
回
の
配
当
の
支
払
い
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
信
用
さ
せ
る
た
め
だ
け
の
手
口
で
あ

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
支
払
い
が

あ
っ
た
こ
と
を
信
用
し
て
、
さ
ら
に
増
資

す
る
こ
と
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー（
市
役
所
内
・
内
線
4
9
5
）ま
た
は

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

☎
0
4
8
―
7
3
4
―
0
9
9
9

　医
療
へ
の
貢
献
を
う
た
っ
た
投
資
ト
ラ
ブ
ル

　行田市老人クラブ連合会の愛称について募集したと
ころ、市内外より109点の応募がありました。
　このほど理事会で検討し、定時総会にて次のとおり
決定しました。

　今回、愛称が決定したことにより、クラブの事業内
容などをさらに充実させ、多くの方に親しみや興味を
持っていただけるようなクラブにしていきます。

▶問い合わせ　同クラブ連合会事務局（高齢者福祉課
内・内線223）

会員になって、生きがいや仲間を見つけませんか
　長年培った知識や技術を生かして地域に貢献したい
方、健康のために体を動かしたい方の入会をお待ちし
ています。

▶対　　象　市内在住の健康で働く意欲のある60歳
以上の方

▶入会説明会　毎月第3木曜日午前10時からシルバー人
材センター（旭町13―24）で行っています。

その仕事シルバー人材センターにお任せください
【仕事例】刃物研ぎ、植木の剪

せん
定
てい

、除草作業、屋内外
の掃除、ふすま・障子・網戸の張り替え、簡単な大
工仕事、塗装、毛筆筆耕、植木の散水作業など

▶そ の 他　同センターでは、旅行
　やサークル団体活動なども行って
　います。
▶問い合わせ
　同センター☎556―5221

浮城シニアクラブで一緒に活動してみませんか
　浮城シニアクラブでは、仲間づくりをはじめ、健康
づくりや奉仕活動などさまざまな活動を行っています。
興味を持った方や新しくクラブの設立を考えている方
は、同クラブ連合会事務局まで問い合わせください。
▶クラブ加入要件　おおむね60歳以上の方
　※近くのクラブを紹介します。
▶クラブ設立要件　おおむね60歳以上の方で会員が30

人以上の場合、新規クラブの設立が可能です。
▶補助金額　 36,000円～48,300円（平成24年度）
　※会員数に応じて異なります。

賞 愛　　称 考　案　者
最 優 秀 賞 浮城シニアクラブ 長谷川昌夫さん（行田市）

優　秀　賞 うきしろ会 藤原正宜さん（加須市）
友愛クラブ 江川ミネさん（行田市）

遠方投稿賞 ねんりん倶楽部 朝倉　修さん（札幌市）

行田市老人クラブ連合会の愛称
が「浮

う き

城
し ろ

シニアクラブ」に決定
地域の皆さんのお役に立ちます地域の皆さんのお役に立ちます

シルバー人材センター
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第
1
期
納
期
限　

8
月
27
日
㈪

　

受
益
者
負
担
金
は
、
下
水
道
供
用
開
始
と

な
っ
た
時
点
で
、
使
用
の
有
無
を
問
わ
ず
土
地

の
面
積
に
応
じ
て
賦
課
さ
れ
ま
す
。
こ
の
負
担

金
の
納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
期
限
内
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
納
付
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、負
担
金
賦
課
区
域
内
の
土
地
で
売
買・

相
続
な
ど
に
よ
り
受
益
者
の
変
更
が
あ
っ
た
方

は
、
下
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　
同
課
業
務
担
当
☎
5
6
4
―

0
3
0
3（
前
谷
1
―
1
・
水
道
庁
舎
内
）

　
総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
機
能
回

復
訓
練
プ
ー
ル
の
水
抜
き
清
掃
を
行
う
た
め
、

８
月
10
日
㈮
か
ら
14
日
㈫
の
間
は
プ
ー
ル
の
利

用
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
機
能
回
復
訓
練
室
は
通
常
ど
お
り
利

用
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

5
5
7
―
5
4
0
0

　制度の利用に際しては、それぞれ所得制限がありますのでご注意ください。

　次のいずれかに該当する子どもを育てている父ま
たは母、養育者に、子どもが18歳（子どもが政令で定
める障害があるときは20歳）になった年度末まで支給
される手当です。申請を受け付けた翌月分から手当
の対象になります。

・父母が婚姻を解消した子ども
・父または母が死亡した子ども
・父または母に一定の障害がある子ども
・父または母の生死が明らかでない子ども
・父または母に1年以上遺棄されている子ども
・父または母が法令により1年以上拘禁されている子

ども
・母が婚姻によらず妊娠した子ども
※婚姻には、婚姻届を提出していないが、事実上婚

姻関係と同様の事情にある場合（内縁関係など）を
含みます。

次のような場合には受けられません
・申請する方や子どもが日本国内に住所を有さない

とき
・子どもが児童福祉施設などに入所しているとき
・申請する方が公的年金を受けることができるとき
・子どもが父または母の死亡について支給される公

的年金を受けることができるとき
・子どもが父または母に支給される公的年金の額の

加算の対象となっているとき
※障害年金の子どもの加算については、子どもの加

算額を児童扶養手当額が上回る場合、児童扶養手
当を選択して受給できるようになりました。詳し
くは、子育て支援課まで問い合わせください。

　ひとり親家庭などで子どもを育てている方（養育者
を含む）と子どもに対し、医療費の一部が支給される
制度です。申請を受け付けた日から支給の対象にな
ります。

　精神または身体に一定の障害がある20歳未満の子
どもを育てている方に支給される手当です。申請を
受け付けた翌月分から手当の対象になります。

次のような場合は受けられません
・申請する方や子どもが日本国内に住所を有さない

とき
・子どもが障害による公的年金を受けることができ

るとき
・子どもが児童福祉施設などに入所しているとき

　父もしくは母または父母の双方が欠けている義務
教育就学中の次のいずれかに該当する子どもを養育
している方に支給される手当です。申請を受け付け
た月から手当の対象になります。
・父もしくは母または父母の双方が死亡した子ども
・父母が婚姻（事実上婚姻関係と同様の事情にある場

合を含む）を解消した子ども
・母が婚姻によらず出産した子ども

次のような場合は受けられません
・生活保護を受けている世帯の保護者
・現年度（4月分から7月分の手当については前年度）

の市町村民税の所得割が課税されている保護者

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

を
お
支
払
い
の
方
へ

機
能
回
復
訓
練
プ
ー
ル
の

水
抜
き
清
掃
を
行
い
ま
す

児童扶養手当 ひとり親家庭等医療費支給

特別児童扶養手当

ひとり親家庭等児童養育手当

子育てを応援します子育てを応援します

▶問い合わせ　児童扶養手当、特別児童扶養手当、ひとり親家庭等児童養育手当については子育て支援課子育て支援担当（内線
262）または子育て総合支援窓口☎556―2011、ひとり親家庭等医療費支給については保険年金課医療担当（内線226・227）


